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1.は じめに

今 日の社会は、情報化、国際化、少子高齢化 な

どの言葉 に分か るように、我々を取 り巻 く 「人 ・

社会 ・自然」が 日々移 り変わ り、まさに激動の社

会である。 このような社会の中で生き抜き、活躍

するためには、一般 的な知識 ・技能 だけでな く、

それらを活用できる資質や能力が求め られ る。こ

こでいう資質や能力 とは、得 られた知識や技能を

用いて、知識や技能、自分な りの見方 ・考え方を

自ら得ていく資質や能力である。

このような考 えを基 に、平成20年 改訂の小学

校学習指導要領解説 生活編では、「気付きを質 的

に高める」 ことが強調されている。前述 した資質

や能 力を発揮 しなが ら、質的に高い気付きを得て

い く姿は、今後 の社会に求め られる姿そのもので

あるとともに、生活科の究極 の目標である 「自立

への基礎」へ とつながっていくものである。

そ こで、本研究では、気付 きを質的 に高める生

活科授業を具体化 し、目指す子 どもの姿の具現化

を目指す こととした。

2.「 気付きの質の高ま り」とは

本研究テーマにある 「気付きの質の高まり」には、

以下のように3つ の高 ま りがある。(小 学校学習

指導要領解説生活編より)

【気付きの高まり方】

① 気付きの関連化

「個別的な気付き」⇒ 「関連付けられた気付き」

② 気付きの自覚化

「無 自覚的な気付き」⇒ 「自覚的な気付き」

③ 気付きの自身化

「対象への気付き」⇒ 「自分 自身への気付き」

第一に、個別 的な気付きを関連的な気付きへと

質的に高めることである。例えば、「アサガオの葉っ

ぱには、毛が生えて いる」 という気付き と、「ア

サ ガオの葉っぱに触 ると、ざらざらする」 という

気付 きを関連的につなげる と、「アサガオの葉っ

ぱは、毛が生えているので、 ざらざらす る」とい

う気付 きへ と質的に高 まっていく。 このよ うに、

気付き と気付きの関係 を考 え、関係付けていくこ

とによって、その気付きが知的なものへ となって

いく。 このような気付きの高 まりを 「気付きの関

連化」 とした。

第二に、無自覚的な気付 きを自覚的な気付 きへ

と質的に高めることである。例えば、アサガオの

観察 をしてカー ドに書いている ときに、茎を紫色

に塗っている子 どもがいたとする。その子 どもは、

アサガオの様子 を観察 しなが ら、茎が紫色である

ことに特 に意識 もせず、ただ、無 自覚的にアサガ

オの茎の色を捉 えて いる と考 え られ る。そ こで、

教 師が、その観察カー ドを見 て、「茎ってそんな

色をしているの?」 と問いかけると、改めて実物

と自分の観察カー ドを見比べ、「本当に紫色 して

いるよ!」 と主張してくる。 このように、気付きが、

自覚的になる ことで、 自分の中で明確にな り、そ

れが、 自分の意見や考え とな り、更なる活動を見

出す ことへ とつながっていく。 このような気付き

の高ま りを 「気付きの 自覚化」 とした。

第三に、対象への気付きを自分 自身への気付き

へと質的に高めることである。例えば、アサガオ

の観察や世話を通 して、アサガオへの気付きを多

く得る ことができる。そ して、アサガオの生長 に

気付 いてい く。 しか し、 このアサガオの生長 は、

アサガオを観察 した り世話 した りする ことができ

た自分 自身の成長 と捉えることができる。 このよ

うに、対象への気付 きの裏 には、必ず自分 自身へ



の気付きが内在 している。なぜな ら、対象への気

付きは、対象に対する自分 自身の行為(体 験)に

よって得 られるものであり、自分自身への気付き

とは、 自分の行為そのものへの気付 きや自分 と対

象との関係への気付きであるためである。 このよ

うな気付きの高まりを 「気付きの 自身化」とした。

以上のように、気付きの質的な高 まりとは、具

体的な活動や体験か ら得た気付きを基に考えた り

表現 した りすることで得 られ る気付 きであり、そ

のプロセス には思考力や表現力の発揮がある と言

える。

さらに、生活科の究極的な目標である 「自立へ

の基礎」を踏まえる と、前述 した3つ の質的な高

ま りのうち、 「気付 きの 自身化」が特に重要であ

ると考える。 自分 自身への気付きには次の3つ が

ある。(小 学校学習指導要領解説生活編よ り)

【自分 自身への気付き】

○ 自分のよさ、得意 としていること、興味

や関心などへの気付き

○ 集団 における 自分の存在や役割などへの

気付き

○ 自分の心身の成長への気付き

これら3つ の自分 自身への気付きは、いずれも、

自分への自信及び学習や生活 に対す る意欲へ とつ

ながるものである。 これは、生活科の究極的な目

標である自立への基礎(学 習上の自立 ・生活上の

自立 ・精神的な自立)へ と向かっていくと考えて

いる。

以上のような考えを、以下のような図1に まと

めた。この図1の ような基本的な概念 をもって、

本研究及び実践を行った。

3.気 付きの質を高める学習活動の設定

気付きの質 を高めるためには、具体的な活動

の充実が欠かせない。具体的な活動とは、大き

く表3の ように二つの活動 に大別できる。(小

学校学習指導要領解説生活編より)

【具体的な活動】

① 見る、聞く、触れる、作る、探す、育てる、

遊ぶなどして、対象に直接働きかける学習

活動

② 対象 とのかかわ りを通 して得 られた気持

ちや気付 きを、言葉、絵、動作などによっ

て表現する学習活動

①の学習活動は、対象に直接働きかける活動で

ある。子 どもが、探検 した り生き物 を育てた り、

おもちゃを作った り友達と遊んだ りして、 自分以

外 の対象 に対 して、何 らかの働きかけを行い、対

象とかかわりを深めていく活動と言える。

一方、②の学習活動は、①の活動のプロセスま

たは結果 として得 られた感想や気付きを、表現す

る活動である。生活科の場合、表現方法については、

言語だけに絞 ることはしない。例えば、探検 した

ことを地図やカー ドにまとめた り、アサガオを観

察 した ことを観察カー ドに記録 した りする際には、

言葉だけでなく、絵 も描かせるようにす ることが

大切である。また、動作化や劇化 も低学年の子 ど

もにとってふさわしい表現活動である。

しかしなが ら、本研究においては 「言語化」に

重点を置きたい。なぜな らば、個々の内面にある

感情や気付きを言語化することで、気付きを自覚

的に捉えること(気 付きの自覚化)に つながったり、

他者 と交流することで、気付きの関連化や 自身化

につなが った りすることが期待できると考えるか

らである。そもそも、動作化や劇化にせよ、いず

れ も思考のプロセスにおいて言語化が必ず行われ

てお り、言語化 と動作化が互いに補いなが ら、い

ずれかの方法で表現がなされていると考えている。

したがって、本研究 においては、伝え合い交流す

る活動(以 後 「交流活動」)を 重点に置 きなが ら

学習活動を設定 してい くこととした。

3.1.対 象 にかかわる活動について

対象にかかわ る活動については、前述 したとお



りであるが、 ここでは、さらに詳しく説明したい。

小学校学習指導要領解説生活編では、(1)～(9)の

学習内容が示されてお り、それぞれの内容において、

学習対象や学習活動等が示されている。それ らを

基に、鹿児島大学教育学部附属小学校(以 後、鹿

大附小)で は、以下のように、6つ の学習活動 に

類型化 して いる。(H.14鹿 大 附小 「生活科年間

授業プラン」よ り)

【6つ の対象とかかわる活動】

① 調べる活動

EX)家 族 の役割を調べる ・年賀状の由来を

調べる ・うさぎの好物を調べる 等

② たんけん活動

EX)学 校 を探検する ・町を探検す る 等

③ さんぽ活動

EX)春 夏 秋冬に校内外をさんぽす る 等

④ 育てる活動

EX)ア サ ガオ(野 菜等)を 育てる ・ダンゴ

虫な どの小昆虫を育てる 等

⑤ 遊ぶ活動

EX)遊 具で遊ぶ ・校庭で遊ぶ ・砂場で遊ぶ ・

公園で遊ぶ 等

⑥ 作って遊ぶ活動

EX)お もちゃを作って遊ぶ 等

3.2.交 流活動について

交流活動 とは、対象にかかわる活動を通 して得

られた思 いや気付きを、言語 を用いて他者 と伝 え

合い、交流する活動のことで ある。 ここでの他者

とは、友達ばか りでなく、教師、GT等 多様な人々

のことを指す。

そこで、交流活動を、子 どもにとっての目的か ら、

以下のように4つ に類型化 した。

【交流活動の類型化】

① 目的を共有する交流活動

② 活動の見通 しをもつ交流活動

③ 困った ことを解決する交流活動

④ 気付きを伝え合 う交流活動

①の 「目的を共有す る活動」 とは、対象 との出

合いか らわき起 こる思 いや願 いを基 に、学級共通

の 目的やテーマ等 につ いて話 し合 う活動である。

例えば、おもちゃ作 り単元で、「みんなでおもちゃ

ラン ドをひ らこう」 といった子 どもな りの単元の

目標を話 し合 う活動や、野菜の栽培単元で 「やさ

いはかせ になろう」 といった単元 におけるテーマ

を話 し合う活動である。

②の 「活動 の見通 しをもつ活動」 とは、 自分の

思 いや願いの実現に向けて、必要な事柄やその順

序等について話 し合 う活動である。例 えば、町探

検の単元で、町探検 にいく前に、探検するグルー

プやコース、持って いく物等について話 し合 う活

動がある。

③の 「困った ことを解決する活動」とは、対象

とかかわる中で生 じた疑問や課題 について、その

解決策 について話 し合 う活動である。例えば、家

族単元で、それぞれの家庭で 自分の役割 に気付き

実践 してい く中で、うまくいかない ことや困って

いることの解決方法な どについて、話 し合 う活動

である。

④の 「気付 きを伝え合う交流活動」とは、活動

の中で得 られた気付きを互いに交流する ことで、

互いの気付きを質的に高める話 し合い活動である。

例えば、 さんぽ活動のあと、気付いたことを互い

に伝え合 うことで、生き物や植物の変化が一年の

季節の変化 と関係付いた気付きへ と高 まっていく。

このような活動が、気付きを伝 え合 う交流活動で

ある。これは、2で 示 した3つ の気付 きの質の高

まりを直接的に目指す交流活動である。

以上のような交流活動を、3.1.で 説 明した対象

にかかわる活動 と調和的に設定 してい くことが、

気付きを質的に高めていく上で大切である。

3.3.対 象 にかかわる活動 と交流活動の調和的な設

定について

実際に活動する子 どもの姿か ら、交流活動 を行

う子 どもの姿 を切 り取ると、必ず しも対象にかか

わ る活動 と区別 しなが ら行われているとは限らな

いことが分かる。むしろ、対象とかかわ りなが ら、

個々で、子 どもの必要感に応 じて、互 いに思 いや

気付きを交流している姿が常 に見 られる。

つま り、対象 にかかわる活動 と交流活動を調和

的に設定す るとは、子 どもの思いや願いの連続 ・

発展の過程に即 して対象にかかわる活動 と交流活

動 を柔軟に設定 していくことである。



このよ うな考えを基 に、1単 位時間における交

流活動の設定の仕方には、大き く、以下の3つ の

方法があると考 えた。

3.3.1.対 象 にかかわる活動の前後 に設定

1つ は、対象 にかかわる活動の前後に、子ども

の思いに応 じて、交流活動 を設定する方法である。

これは、一般的な授業の流れであ り、従来の設定

の仕方である。設定の仕方のイメージモデル図が、

以下の通 りである。

とい う思いから、友達 とどのように大 きな山を作

るか話 し合いなが ら活動できるようにする。 この

設定の仕方は、学級の子 ども全体が交流活動 を行

うというわけでな く、学級の一部の子 どもが 自分

の必要感か ら自然に発生する交流活動 となる。

【図2対 象にかかわる活動の前後に設定】

これは、比較的、子 どもたちが対象にかかわる

活動 に没頭することが想定されるときに設定す る

とよい。具体例 としては、おもちゃ作 りをする際に、

導入で どんなおもちゃを作 りたいか、 どんな材料

をもってきたのか、どんな工夫ができそ うかなど

を互いに交流し合い、活動への見通 しをもたせる。

展 開では、思い思いに自分な りに工夫 しなが らお

もちゃを作ったり、それで遊んだ りさせ る。終末

では、本時の活動で気付いた ことや感 じた ことを

交流 し合 い、次時への意欲 を高めるといった流れ

となる。

3.3.2.対 象 にかかわる活動の中に設定

2つ は、展開部分に設定する対象 にかかわる活

動の中に、交流活動を設定する方法である。設定

の仕方のイメー ジモデル図は、右上の図3の 通 り

である。

これは、対象 にかかわる活動の中で、困ったこ

とや うまくいかない ことが出て くることが想定 さ

れるときに設定するとよい。具体例 としては、砂

場遊びの活動の中で、「もっと大きな山を作 りたい」

【図3対 象にかかわる活動の中に設定】

つま り、交流活動 を対象 にかかわる活動の中に

意図的に入れ る考 え方ではあるが、教師が子 ども

に交流活動を強いて行わせる ものではない。大切

なのは、教師が想定 し、場や形態を工夫すること

である。

3.3.3.交 流 活動を中心に設定

3つ は、展開部分 に交流活動 を中心 に設定する

方法である。設定の仕方のイ メージモデル 図は、

図4の 通 りである。

【図4交 流活動を中心 に設定】

これは、1時 間の授業すべてが、交流活動となる。

この場合、対象にかかわる活動 と交流活動を調和

的 に設定するという考え方か ら、 この授業の前後



には、対象にかかわる活動が十分 に保障されて い

ることが求め られる。そのため、図4中 の具体例

のように、おのず と授業の導入と終末では、子 ど

もの思いや願いが、前後の対象にかかわ る活動 と

つながるような交流活動が行われることになる。

4.気 付きの質を高める指導方法の具体化

3で 述べたよ うに、対象にかかわる活動と交流

活動を調和的に設定す る中で、教師の具体的な働

きかけの主なものを表1の ようにまとめた。

表1活 動中の教師の働きかけ

学 習 活 動 主な教師の働きかけ

気付 きを見取 る

↓

対象 にかかわる活動 気付きを広 げる ・つなげる

↓

気付 きを高める

気付 きを見取 る

↓

交 流 活 動 気付きを広 げる ・つなげる

↓

気付 きを高める

つまり、教師は、子どもの気付きを 「見取る」「広

げる ・つなげる」 「高める」 ことを、それぞれの

学習活動の中で、意識 して働きかけを具体化 して

いかなければな らない。そ して、子 どもの思いや

願 いの連続の過程に沿 って、対象にかかわる活動

と交流活動 を設定 していく。

4.1.子 ど もの気付きを見取る

対象 とのかかわ りに没頭 している子 どもには、

無 自覚的で個別的な気付きが内面にあふれている。

しか し、そのままにしていて も、内面的な気付き

は外面化 されず 、質的に高まることもない。「活

動 あって学びなし」の状態である。

そこで、教師は、活動する子 どもの表情 ・スピー

ド・活動相手 ・つぶやき等か ら、子 どもの思いや

感覚を感 じ取 り、実際に問いかけて、子 どもの気

付 きを見取ることが求め られる。しか し、活動 中

にただやみ くもに子どもに問いかければよいとい

うわ けではない。 ここでは、活動の序盤 ・中盤 ・

終盤に分 けて、それぞれの段階における見取 りの

4.2.子 ど もの気付きを広 げる ・つなげる

本時の 目標 に迫る子 どもの気付きは、他 の子 ど

もへも広げて いく。具体的な方法 として、表3の

ように3つ の方法を挙 げる。



いずれの方法も、子 どもの気付きに対 して、教

師自身が共感 し、友達へ と広 げていくことが大切

である。教師の共感的な態度が、子 どもの自信や

意欲 につながるとともに、学級全体 における気付

きの共有化が図ることができる。

また、気付きを広げると同時 に、気付きをつな

げる働きか けも重要である。つなげるために必要

な思考 として、 「比較」 と 「関係付 け」を中心 と

して具体化 を行 った。その例 として、表4に まと

めた。

このように、気付きを広けなが ら、個 々の気付

きを、 自分の中にある無 自覚的な気付きとつない

だ り、他者の気付き とつないだ りす る教師の働き

かけが、更なる意欲を高め、主体的な活動へ と向

かわせる。

4.3.子 どもの気付きを高める

子 どもの気付きが広が りやつなが りをもってく

ると、教師は 「価値付け」や 「意味付け」を行 う。

これは、子 どもの気付きを自覚化 した り、自身化

した りす る教師の重要な働きかけである。特に、

思考 と行動が未分化なこの期 の子 どもたちにおい

ては、 この働きかけは欠かせない。以下、3つ の

気付きの質的な高ま りか ら、具体的な働 きかけを

示す。

4.3.1.気 付 きの自覚化を促す意味付け

ここでは、季節感 を実感 させるために、冬のさ

んぽに出かけた際のや りとりを例 に挙 げる。

S1:あ れ!秋 まで残っていた桜の木の葉っぱが

無くなったよ。 【無 自覚的な気付き】

T:木 の葉っぱが無 くなったとい うことは、桜

は死んで しまったのかな?

【関係付 けを促す問いかけ】

S2:桜 はちゃんと生きているよ。 ほら、よく見

ると、つぼみ もあるよ。【自覚的な気付き】

T:本 当だ。桜 は春 に向けて、ちゃんと準備 し

ているんだね。 【意味付け】

このよっに、気付 さを目見日りなものへ と買日りに

高めていくためには、子 どもの気付きに、物事の

本 当の意味を付 けて、教師が返す意味付 けが必要

である。

4.3.2.気 付 きの関連化を促す価値付け

ここでは、生き物 の生態 に気付 くために、生き

物マ ップを作った際のや りとりを例に挙げる。

S1:マ ップを見ると、田んぼには、たくさんの

生き物がいるって ことが分かったよ。

【個別的な気付き】

T:で も、校庭には、まったく生き物いないね。

どうして、校庭には、生き物が いないのか

な?

【比較を促す問いかけ】

S2:生 き物は、えさがあるところが好きなんだ

よ!ほ ら、バ ッタは草む らに多いで しょ。

【(発見場所 とえさを)関 連付けられた気付 き】

T:な るほど。す ごいことに気付いたね。草む

らと校庭を比べることで、生き物のひみつ

に気付くことができたね。 【価値付け】

このように、気付きを関係付けられたものへ と

質的 に高めていくためには、教師 自身や子 どもの

気付きを断片的に捉 えるのではなく、どのような

気付きへ と高めていくのかね らいを明確 にしてお

かな くてはな らない。そのような想定がなくては、



子どもの気付きに対 して、適切な問い返しはでき

ないのである。また、価値付 けの際には、そのよ

うな気付きに至 ったプロセス(学 び方)を 価値付

けることが大切である。

4.3.3.気 付 きの自身化を促す価値付け

ここでは、野菜の栽培単元の振 り返 りの際のや

りとりを例に挙げる。
]

S1:僕 は、キュウリを3本 収穫できました。

S2:私 は、ミニ トマ トをたくさん収穫できたよ。

【対象への気付き】

T:す ごいね。みんな どんな ことを頑張 ったの

かな?【 関係付 けを促す問いかけ】

S1:水 か けや肥料や り、朝の声かけも頑張った

よ。

S2:私 は、観察カー ドをた くさん描いたよ。

【自分 自身への気付き】

T:そ うなんだね。みんな、自分の野菜 さんの

ために、お世話や観察を頑張ったね。野菜

さんと一緒に、みんなも成長 したんだね。

【価イ直付け】

このように、対象への気付 きを自分 自身への気

付きへ と質的に高めるためには、対象の変化 と子

どもの取組 を関係付け、その変化を子 どもの頑張

りや成長 として捉える必要がある。つま り、生き

物が成長す る過程 、お もちゃが出来上が る過程、

学校や町に詳 しくなってい く過程、遊びが広がっ

ていく過程 を、子 どもの頑張 りや成長 と捉えてい

くことである。そ して、子 どもの取組そのものを

価値付けていくことが大切である。

5.気 付 きの質を高める生活科授業の実践

これまで述べてきた理論 を基 に、実践を行った。

この実践は、本理論の妥当性を検証するものである。

本実践 は、第2学 年単元 「もうす ぐ3年 生」(全

14時 間)で 行った。

5.1.実 践単元について

本単元 「もうす ぐ3年 生」は、第2学 年最後 の

単元 に位置 され、生活科の内容(9)「 自分の成長」

に関するものである。

単元の目標は次の通 りである。アの観点は関心 ・

意欲 ・態度、イの観点は思考 ・表現、ウの観点は

気付き ・習慣 ・技能である。

ア 「小さい頃の自分について調べてみたいな。」

という思 いや願 いを基に、 これ までの自分

の様子を調べ、まとめる活動に進んで取 り

組むことができる。また、 自分の成長 を支

えて くれた人々に感謝の気持 ちをもち、今

後の学習や生活に意欲 をもつことができる。

イ これまでに学習した ことを生か して、自分

な りに調べた り、 まとめた りする ことがで

きる。

ウ これまでの自分の成長やそれを支えて くれ

た人々の思いに気付くことができる。

これまで、単元の導入として、幼稚 園生 との交

流活動を設定してきた。幼稚園生との交流を通して、

自分の小 さい頃 に興味を抱 き、自分の成長につい

て調べる活動へ と発展させてきた。 しか し、これ

では、自分のことを調べる必然性が高まらず、 自

分調べの活動への意欲が高まらない子 どもも見 ら

れた。そ もそも、 自分 自身に対す る興 味が高まっ

ていないのではないかという分析 に至 った。

そ こで、本実践では、単元の導入を自分 自身の

アルバム作 りか ら始める ことに した。しか し、い

きな り生まれてから現在までのすべてを扱 うのは、

子 どもの意識 として飛躍 していると考 え、2年 生

の学習や生活の振 り返 りか ら扱うこととした。

5.2.実 践 の実際

ここでは、第1時 を実践授業とした。学習活動

の設定の仕方としては、3.3.2.で 示 した 「対象に

かかわる活動の中に交流活動を設定」す る方法で

行った(図5)。 実 際の板書は写真1の 通 りである。



以下、授業の導入 ・展開 ・終末 ごとに、設定 し

た具体的な学習活動及び教師の具体的な働きかけ、

その結果として表出した子どもの姿を述べ る。

5.2.1.実 践 授業の導入の実際

導入では、まずは、 自分 自身の成長について 目

を向けさせる必要がある。そ こで、2年 生の学習

や生活 の様子 を写真 を使って想起 させ、そのとき

の思いやできるようになったことを発表させた。

T:こ の写真を見て。 どんな写真か分かるかな?

S1:あ 、○○君が野菜の観察 をしているね。

T:皆 さんは、この学習で、 どんな ことができ

るようになったの?

S2:野 菜 をた くさん収穫できた。

S3:野 菜 を観察やお世話ができた。

S4:野 菜 博士になったよ。

T:そ うか。みんなす ごいね。 この学習で、野

菜博士になれたんだね。

(以下、次の写真で同じようなや りとりが続 く)

T:そ うか。みんな、 これまでの学習でいろん

な ことを頑張 って、できるよ うになったん

だね。では、みんなの頑張 りや成長をどう

する?

S5:家 の人に教えたいな。

S6:ア ル バムみたいにまとめたいな。

T:じ ゃ、今 日は、2年 生の成長アルバ ムを作

ろう。

(本時のめあてを板書)

このように、想起させる場合には、写真のよう

な具体物 を使 うようにした。思考 が未分化な低学

年期においては、想起の際に具体物がある と効果

的である。また、めあての設定については、子 ど

もの思いや願 いとつながるようにし、それが、子

ども自身にも見えるような板書を行った。

5.2.2.実 践 授業の展開の実際

展開においては、予め作 っておいたアルバムを

作 るためのカー ド(自 分発見 カー ド)を 提示 し、

そ の描 き方について説明を行った後、カー ドに描

く活動を設定した。その間、教師は、子 どもの様

子やカー ドに描かれている内容な どか ら気付 きを

見取 り、広げた り価値付けた りしていく。その際

大 きめの付箋に見取 った気付きを書きなが ら机問

巡視を行 う。そ して、付箋 を板書 に貼 り付け、子

どもが自由に見 ることができるようにした(写 真

1の 板書)。 また、描 く材料がな くて困った子 ど

もたちを集めて、部分的な交流活動を設定 した。

(活動に戸惑っている子 どもを見付ける)



T:ど う したの?何 を描 くか困っているの?

S1:う ん 。

T:そ うか。困ったね。S2さ んは、どんなこと

を描いているの?

S2:私 は、昼休みに頑張った一輪車の練習のこ

とを描いているよ。

S3:私 も、昼休みのこと描いたよ。

T:S1さ んは、昼休みに何か頑張ったことある?

S1:そ ういえば、私 も一緒

に一輪車の練習 したよ。

それな ら私 も描けそう

だな。

T:友 達 と話 し合 って解決

できたね。やったね。

その他 の子どもたちも、自分な りに2年 生の頑

張 りや成長を思 い思いにカー ドに表現す ることが

できた。意欲的に、複数のカー ドを描 く子 どもも

多く見 られた。

しか し、黒板 の前にきて、教師が書いた付箋を

見て、情報を得 ようとする子 どもは一人も表れな

かった。

5.2.3.実 践 授業の終末の実際

終末においては、教師が書 いた付箋を基にカー

ドを描 く際の工夫や観点につ いて振 り返 った。そ

して、さらにやってみたい ことや、そのために、

必要な物について話し合う活動を設定した。

T:す ごいね。たくさんのカー ドが描けましたね。

T:こ の付箋 も見て。みんなの工夫がたくさん

見つける ことできたよ。いくつか紹介 して

もらいましょう。

(教師の意図的な指名による発表)

T:で は、次の時間にもっ とや りたい ことを教

えて ください。

S1:も っ と、アルバムを描きたいな。

S2:も っ と、小さい頃のことも描 きたいな。

S3:表 紙 を付 けて、かっこいいアルバムにした

い。

T:い いね。じゃ、小さい頃のことを調べるには、

どんな ことをしてお くといいかな?

S4:お 家 の人にインタビューするといいよ。

T:じ ゃ、次の時間に必要な物 って何かな?

S5:小 さ い頃の写真やあるといいね。

T:い いね。でも、写真がないお家もあるだろ

うから、小さい頃に使っていた物でもいいよ。

そ して、もっと、自分調べができるといいね。

このようなや りとりを通 して、本時の活動への

価値付 けと次時への意欲付 けを行った。 この意欲

付 けは、ただ 「～～ したいな。」で留 め置 くので

はな く、 「そのために、～～を してお こう。」 「～

～を準備 しな くちゃ。」 といった、次 の活動まで

の段取 りをも含め、見通しをもたせるようにした。

そ して、意欲か ら自信へ と高めるようにした。

5.3.実 践 の考察

本実践では、学習活動の設定、教師の具体的な

働きかけの2つ の視点か ら考察を進める。

5.3.1.学 習 活動の設定に関する考察

本実践では、対象 にかかわる活動の中に交流活

動 を設定 した。 この設定の仕方そのものは、十分

に良か った と判断できる。なぜな らば、事前 に、

カー ドに何を描 くか困る子 どもが表れるだろう想

定 し、その通 りに交流活動 を設定することができ

たか らである。 しか し、本時の中で生まれた交流

活動は、2か 所だけであった。比較的、子 どもた

ち全体が思い思いに活動で きていたためとも考え

られるが、さらに、交流活動が活性化 されるよ う

な設定の仕方を検討 していくことも必要である。

5.3.2.教 師の具体的な働きかけに関する考察

本時において、ポイントとなる教師の働きかけは、

子 どもの交流活動 を促す問いか け、付箋(板 書)

で ある。

交流活動を促す問いかけにつ いては、今 回は、

困った ことを交流のきっかけと想定していたので、

前項でも述べたよ うに、交流活動があまりうまれ

なかった。今後は、子 どもの気付きや活動の様子

に応 じて、交流活動のきっかけ作 りを多様に想定

してお く必要がある。

付箋の活用 については、机間指導をしなが らメ

モとして活用できるので、多 くの子 どもの気付き

を板書上 に示す上で効果的であった。また、教師

が付箋に書いて黒板 に貼るという行為 自体が、子



どもにとって、うれしいものであ り、称賛や価値

付けの効果 もあった。そのため、「先生。～～ に

ついて描 いたよ。付箋 に書 いて!」 と言 って、教

師に寄って来る子 どもも見 られた。 しかし、黒板

に貼 り付 けた付箋を、自分の活動に取 り入れなが

ら活動す る子どもの姿は全く見 られなかった こと

か ら、黒板ではな く、子 どもの机 間に置 けるよう

なボー ドにするな ど、更なる工夫が必要である。

6.本 研究の成果 と課題

本研究 を通して得 られた成果について以下に挙

げる。

○ 気付きの質を高めるための交流活動の設定

の仕方の基本的な考え方 について明 らかに

することができた。

○ 活動の段階 ごとに、子 どもを見取る観点を

整理 し、そ のための問いかけについて具体

化することができた。

○ 教師の具体 的な働 きかけを、比較 ・関係付

けの思考の面から類型化することができた。

○ 子 どもの姿からは、 自分自身のよさや成長

に気付 く姿な ど、気付きが質的に高まる姿

が多 く見 られるようになった。

○ 友達 とかかわ りなが ら学習 を進める良さや

楽 しさを感 じる姿が見 られた。

課題 としては、以下の通 りである。

● 実践単元が少ないため、さらに、他の内容、

他の単元においても実践 を行 ってい く必要

がある。

● このような考えの基で、改めて、年間指導

計画 を見直し、学習活動や指導方法の基本

的な考え方を明 らかにする必要がある。

● 交流活動への必要感 を感 じていない子 ども

も見 られる。

● より、個々の気付きを見取るための評価の

仕方について も明らかにする必要がある。

7.お わ りに

本研究では、子 どもの気付きの質 を高める学習

活動 と指導方法 の具体化を行 って きた。今後 は、

スター トカ リキュラムに関する研究、思考 と表現

に関する研究、総合的な学習の時間とのつながり

を踏まえた体系的なカリキュラム研究などを行っ

ていきたい。
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